
  

 

第 144 回  MINERVA ビジネスプラン発表会  
【平成 24 年 3 月 14 日 (水 )  開催   会場：岩崎学園（相鉄岩崎学園ビル 8F）】 

 

 
                                                   

  
          

 

 

 

  

  
 

 
 

なお、この度はニューヨーク証券取引所の上場企業である Intralinks. Inc.より（↓）、日本事業の拡大にあたり自社サービスについてご発表頂きました。 
 

                                                      

 

                                                      
                                                                              

                                                   

 

 

 

 

 

  

 

 

  

ご参考 

１. 株式会社エネルギー応用技術研究所       代表者  菅野 富男 氏  
【設立】 2006年7月 

【住所】 栃木県宇都宮市幸町9-17 宇都宮ベンチャーズ202号  【資本金】 3,000千円 

【事業概要】 ①夜間電力や自然エネルギーによって発電された電力を大型蓄電池に貯蔵し、貯蔵された電力を利用して

複数の電気自動車を同時に5分間でフル充電することができる電力貯蔵式急速充電システム、および②電力を用いることな

く海水を汲み上げ、汲み上げられた海水を使用して海水の淡水化、鉱物資源の採取、陸上養殖などが可能となる新揚水

発電システムの開発を行っている。これらの急速充電システムおよび発電システムは、共に国際特許を取得しており、実用化

に向けて国内および海外の企業と技術提携を始めた。 

【コメント】 これまで電気自動車には、充電して繰り返し使う２次電池が使われていましたが、充電時間に長時間を要する

点が弱点とされてきました。社長が開発した「電力貯蔵式急速充電システム」はこうした問題点を改善します。今後は全世

界で電気自動車の普及率が大幅に増えていくことが考えられ、再生可能エネルギーによる発電方法は大いに期待できます。 

 

 

 

 

２.  株式会社ブイシンク     代表者  井部 孝也 氏 
【設立】 1998年5月  

【住所】 東京都中央区築地10-12-10  4階   【資本金】 572,547.5千円 

【事業概要】 デジタルサイネージの開発、製造、販売、運営を行っている。製品の特長としてはサイネージに独自の顔認証

技術を取り入れ、より正しいマーケティングデータの収集と､見る人の属性に合わせたターゲティング広告を実現している。また、

センターからの遠隔監視やリモート保守、端末ソフトウエアの自律再起動を行うことでハイアッセンブリな装置でありながら高い

稼働率(昨年実績：99.97%)を実現している。実績としては鉄道各社、ショッピングセンター、スーパーマーケット、コンビニエンス

ストア等、多くの優良企業に採用されており、導入後もその機能性・保守性から高評価を頂いている。 

【コメント】 テレビ CM を見ただけでは購買まで至らなくとも、例えば翌日店舗で同様の広告を見た時に商品 CM を思い出し

購入するパターンはよくあります。マーケティング戦略としてこのような「思い出し効果」の活用、つまりデジタルサイネージの有用

性に驚きました。売場のメディア化によって商品を魅力的に見せ、消費者の購買行動を喚起する優れた商品です。 
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３. Intralinks Inc.    代表者 Mr. Ronald W. Hovsepian  

                 日本支社代表者  長崎 一男 氏      発表者  山本 貴士 氏 

【設立】 1996年6月 (本社 150 East 42nd St., NY, NY  10017, USA） 

【日本支社住所】 東京都港区港南2-16-1 イーストワンタワー4F    【資本金】 約250億円, NYSE上場企業 

【事業概要】 機密情報管理のためのバーチャル・データ・ルームの提供。①機密情報を社外のエンティティに公開する際に

使用される。M&Aの際のデューデリジェンス、ファンドの資金調達や投資家へのレポーティング、IPOの際の上場審査手続き、

製薬会社のパテントの売買、不動産の売買など。米国では全M&A取引のうち85％のシェアで利用されている。世界TOP 

50の銀行すべてで利用されている。FDICにも利用されている。Fortune 1000の企業のうち80％と取引実績あり。日本にお

ける主な顧客： 東京電力、武田薬品、三菱東京UFJ銀行、みずほFG、新日本製鉄etc． ②社内における情報管理ツ

ールとしても利用され始めており、中堅企業による利用が拡大している。経営幹部のみで共有すべき情報の管理など。 

【コメント】 世界に 16 営業拠点を置く NYSE 上場企業ですが、この度日本国内でも本格的に事業展開がスタートしまし

た。IT 社会が発展しても企業の機密管理体制は未だ甘いところが多く、情報漏洩の恐ろしさがよくわかりました。メールなど

通信による情報シェア時の情報管理も自動的に行える点は大きな特徴のひとつです。企業内の情報管理や、外部との情

報のやりとりにおいて解決すべき点がありましたら、是非同社にご相談下さい。 

 

 

  

☆★★☆ 今後の活動予定 ☆★★☆ 

 
第 145回 MINERVA ビジネスプラン発表会 

日  時： 平成 24年 4月 11日（水）                            

発表会： 13:30 ～ （発表後、交流会） 

 
会  場： 学校法人 岩崎学園 （新横浜１号館 8F） 

〒222-0033  横浜市港北区新横浜 2-4-10 

（市営地下鉄新横浜駅より徒歩１分、JR新横浜駅より徒歩３分） 

 

※発表企業詳細は追ってご連絡致します。 

 

NPO法人ベンチャー支援機構 MINERVA 
（TEL）045-470-8668 (FAX) 045-470-8818 

奈尾 

(株)TNPパートナーズ、 (株)TNPオンザロード 
（TEL）045-470-8088 (FAX) 045-470-8090 

井汲／吉岡 

《感 想》 期末を迎える会社も多く忙しいシーズンでしたが、今月も多くの方にご来場頂き、

ありがとうございました。毎月様々な新技術を知ることができ勉強になります。来月のビジネスプ

ラン発表会は、岩崎学園新横浜校で行われますのでお間違えないようお気をつけ下さい。 

発表者の山本氏 

（戦略営業統括、パートナー） 

 


